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�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�18:5～8　そして、シラスとテモテがマケドニヤから�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くだ),下)�って�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(く),来)�ると、パウロはみことばを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おし),教)�えることに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんねん),専念)�し、イエスがキリストであることを、ユダヤ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じん),人)�たちにはっきりと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんげん),宣言)�した。(5)














げつようび





そうせいき１しょうは　かみさまが　ぜんせかいを　


みことばで　そうぞうされた　という　はなしです。


ひかり、ちじょう、うちゅう　すべてを　かみさまが


みことばで　そうぞうされました。


そらを　とぶ　とり、　ちの　しょくぶつと　どうぶつ


すべてを　かみさまが　みことばで　そうぞうされたのです。


かみさまの　みことばは　ちからが　あります。


かみさまの　みことばが　わたしを　まもって


みちびかれることを　しんじて　きょうも　


みことばを　もくそうしましょう。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。かみさまの　みことばは　


ちからが　あると　しんじます。きょうも　かみさまの　みことばを


あいして　みことばを　もくそうする　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





えを　みて


かみさまが　みことばで　そうぞうされた　ことを


みつけて　○を　つけましょう！


　
































　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　の


　　　　　　　　　　　　　　　　　り





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�18:10～11　わたしがあなたとともにいるのだ。だれもあなたを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おそ),襲)�って、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(きがい),危害)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(くわ),加)�える�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�はない。この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まち),町)�には、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たみ),民)�がたくさんいるから」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),言)�われた。そこでパウロは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いちねんはん),一年半)�ここに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(こし),腰)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(す),据)�えて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あいだ),間)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�のことばを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おし),教)�え�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つづ),続)�けた。








かようび





ぜんせかいを　そうぞうされた　かみさまは　ひとを　


かみのかたちに　そうぞうされて　すべてのことを　おさめて　


せいふくする　みぶんと　けんいを　くださいました。


サタンの　うそに　だまされて　かみさまが　くださった


しゅくふくを　うしなって　しまった　わたしたちに


かみさまは　おんなの　しそんである　イエスさまを


おくって　くださって　だれでも　イエスさまを


キリストと　しんじて　うけいれれば


かみのこどもの　みぶんと　けんいを　かいふくすることが


できるという　やくそくを　くださいました。　これが


ふくいんです。


レムナントは　ぜんせかいを　ふくいんで　いかす　


れいてきな　みはりびとです。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。わたしに　ふくいんを


しらせて　くださって　ありがとうございます。ぜんせかいに　ふくいんを


つたえる　れいてきな　みはりびとに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





まわりに　れいてきもんだいと　ぐうぞうに　おさえられている　


ひとが　いるのか　パパとママと　はなしをして　みて　


そのひとたちの　なまえを　かきましょう。













































































そして　いっしょに　おいのり　しましょう








わたしに　ふくいんの　みことばを　


つたえて　くれる　せんせいを　かいてみましょう。
































　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　の


　　　　　　　　　　　　　　　　　り





マルコ2:13～15　さて、イエスは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(やま),山)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(のぼ),登)�り、ご�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じ),自)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しん),身)�のお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(のぞ),望)�みになる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�たちを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(よ),呼)�び�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(よ),寄)�せられたので、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らはみもとに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),来)�た。そこでイエスは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じゅうに),十二)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(でし),弟子)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(にんめい),任命)�された。それは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(み),身)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ぢか),近)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(お),置)�き、また�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つか),遣)�わして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ふくいん),福音)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(の),宣)�べさせ、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あくれい),悪霊)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(お),追)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(だ),出)�す�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(けんい),権威)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(も),持)�たせるためであった。








すいようび





かみさまは　わたしたちに　であいの　しゅくふくを　


くださいました。


そのなかで　もっとも　じゅうような　であいは　


かみさまに　であうことです。


かみさまに　あえないなら　だれも　しあわせに　なれません。


さかなは　みずのなか　きは　つちで　いきなければ


ならないように　ひとは　かみさまと　ともに　いてこそ


しあわせに　なることが　できます。


イエス・キリストを　とおして　かみさまに　であう


かみのこどもに　なること


これが　もっとも　しゅくふくされた　であいです。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。かみさまに　であう　みちである


イエスさまを　おくってくださって　ありがとうございます。かみさまが


くださった　さいこうの　しゅくふくを　ぜんせかいに　つたえさせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





かみさまが　そうぞうされた　げんりに　あうように　


あいている　ところに　ただしい　ことばを　かきましょう。











　　　　　　　　　　きは　　　　　　　　　　に





　　　　　　　　　ねを　おろして　いきるように　そうぞうされました











　　　　　　　　　さかなは　　　　　　　　　　で





　　　　　　　　　およぎながら　いきるように　そうぞうされました











　　　　　　　　　とりは　　　　　　　　　　を





　　　　　　　　　とびながら　いきるように　そうぞうされました











　　　　　　　　　　ひとは　　　　　　　　　　　　と





　　　　　　　　　　ともに　いきるように　そうぞうされました





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�9:15　しかし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�はこう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�われた。「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�きなさい。あの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�はわたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),名)�を、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いほうじん),異邦人)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),王)�たち、イスラエルの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しそん),子孫)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まえ),前)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はこ),運)�ぶ、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えら),選)�びの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うつわ),器)�です。








もくようび





はじめに　かみさまは　ぜんちを　そうぞうされて


ひとを　そうぞうされました。


つちで　ひとを　つくって　その　はなに　いきを　


ふきこんで　ひとは　いきるものと　なりました。


かみさまが　そうぞうされた　いのちが　ある　ことの


なかで　ただ　ひとだけに　れいが　あります。


それで　ひとは　れいてきな　そんざいなのです。


かみさまは　かみさまの　かたちに　そうぞうされた　ひとに


ちを　せいふくして　おさめる　けんいを　くださいました。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。わたしを　れいてきな　そんざい


として　そうぞうしてくださり　かみさまに　れいはいして　いのることが


できるように　してくださって　ありがとうございます。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





そうせいき２しょう　７せつを　もくそうして


れいてき　そんざいとして　そうぞうされた　


アダムの　すがたを　いろで　ぬりましょう。




















　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　の


　　　　　　　　　　　　　　　　　り





「イエス　キリスト」が　かんぜんに　なるように


ただしい　もじを　ひろいながら　すすんでみましょう。


























ローマ16:3～4　キリスト・イエスにあって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(どうろうしゃ),同労者)�であるプリスカとアクラによろしく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つた),伝)�えてください。この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひと),人)�たちは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)�のいのちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(きけん),危険)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おか),冒)�して�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�のいのちを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まも),守)�ってくれたのです。この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひと),人)�たちには、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�だけでなく、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),異)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ほう),邦)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�のすべての�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(きょうかい),教会)�も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かんしゃ),感謝)�しています。








きんようび





かみさまが　アダムと　エバに　いわれました。


エデンのそのの　すべての　ものを　たべても　よいけれど


そのの　ちゅうおうにある　きのみは　たべては


ならないと　いわれました。


この　みを　たべれば　ぜんあくを　しるようになって


かならず　しぬと　いわれました。


かみさまは　みことばを　かならず　なしとげられる


けいやくの　かみさまです。


かみさまの　みことばに　ききしたがう　ことは


さいこうの　しゅくふくです。





ちちなる　かみさま！ありがとうございます。かみさまは　かみさまが


いわれた　ことを　かならず　なしとげられる　けいやくの　かみさまで


あると　しんじます。かみさまの　みことばに　ききしたがって


しゅくふくされる　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





そうせいき１しょう　２７～２８せつの　みことばを


もくそうして　つぎのページから　きりとった


ものを　えに　あうように　はりましょう。





きりとって


まえの　ページで


つかいましょう





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�2:46　そして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まいにち),毎日)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こころ),心)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),一)�つにして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みや),宮)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あつ),集)�まり、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いえ),家)�でパンを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さ),裂)�き、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よろこ),喜)�びと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ま),真)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごころ),心)�をもって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょく),食)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じ),事)�をともにし、








きんようび





せいじつれいはいを　ささげに　いく　ところは


ゆうけいきょうかい（めに　みえる　きょうかい）と　いいます。


サタンは　しんとが　あつまって　ともに　れいはいする


ゆうけいきょうかいを　なくそうと　します。


ある　くには　しんとが　あつまって　れいはいすることを


ほうりつで　きんじていて　ある　ひとは　どこでも


れいはいだけ　ささげれば　よいと　いったりします。


これが　サタンの　せんりゃくです。


ローマふくいんかに　もちいられた　しょだいきょうかいの


しんとは　こころを　ひとつに　して　しんでんに　あつまる


ことに　ちからを　そそぎました。


レムナントは　しんとと　ひとつの　こころで　しんでんに


あつまるために　ちからを　そそぐ　ものです。





ちちなる　かみさま！ありがとうございます。わたしが　きょうかいを　あいして　


しんとと　きょうかいに　あつまって　れいはいする　ことが　しあわせな　


レムナントとして　そだちますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





レムナント５にんが　みんな　きょうかいに　


あつまることが　できるように　


みちを　すすんで　いきましょう。











スタート








